
開
通
を
い
そ
げ
、E
X
P
O

――
国
土
軸
建
設
の「
土
木
」の
勝
利
と「
千
里
城
壁
都
市
群
」

上／ 1963年7月、名神高速道路の開通式典の様子。下／ 1970年3月中国自動車道「吹
田～中国豊中間」開通時の吹田インターチェンジ付近。左にエキスポランド、右に万
博会場がみえる。写真提供／ NEXCO西日本

高速道路のすぐ側にそびえる太陽の塔（現在）。写真提供／大阪府

『日本万国博覧会公式記録資料集別
冊J会場施設図面集』所収の会場地
形図を改変。万博会場の東側に名
神高速道路（青線）が開通し、会場
を貫くように中国縦貫道路（赤線）
が建設された。提供／橋爪節也
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E
X
P
O　

で
の
花
形
は
パ
ビ
リ
オ
ン
で
あ
っ

た
。
誰
も
が
奇
抜
で
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
に
心
を
奪

わ
れ
、
未
来
都
市
を
夢
想
し
た
。
し
か
し
閉
会
後
、

建
物
は
撤
去
さ
れ
、
映
像
や
写
真
で
様
子
を
偲
ぶ

ほ
か
は
な
い
。
取
り
壊
さ
れ
た
建
築
に
対
し
、
万

博
遺
産
と
し
て
今
も
現
役
で
存
在
感
を
示
し
て
い

る
の
が
道
路
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、
名
神
高
速
道
路
が

栗
東
と
尼
崎
間
で
開
通
し
、
万
博
予
定
地
の
東
側

を
通
過
す
る
。
万
博
開
会
式
直
前
の
昭
和
四
十
五

年
（
一
九
七
〇
）
三
月
一
日
に
は
、
会
場
と
エ
キ
ス
ポ

ラ
ン
ド
の
間
を
通
る
中
国
自
動
車
道
が
吹
田
と
中

国
豊
中
間
で
開
通
し
た
。
田
野
を
切
り
開
い
た
道

で
あ
る
こ
と
が
当
時
の
地
図
で
わ
か
る
。

同
じ
工
事
で
も
「
建
築
」
と
「
土
木
」
は
異
な

る
。
道
路
や
河
川
、
橋
梁
、
ダ
ム
が
「
土
木
」
に

属
し
、
見
た
目
の
派
手
さ
は
乏
し
い
が
、
規
模
は

大
き
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。
中
国
自
動
車

道
は
九
州
へ
と
延
び
、
日
本
の
東
西
を
自
動
車

で
結
ぶ
太
い
国
土
軸
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
、

E
X
P
O　

で
は
「
建
築
」
以
上
に
「
土
木
」
が

勝
利
し
た
、
と
い
う
声
を
関
係
者
か
ら
聞
い
た
こ

と
も
あ
る
。

し
か
し
、
万
博
で
進
め
ら
れ
た
道
路
網
を
無
条

件
に
絶
賛
で
き
る
か
は
複
雑
で
あ
る
。「
万
博
記
念

公
園
の
森
」
に
か
か
わ
っ
た
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

吉
村
元
男
は
、
高
速
道
路
や
鉄
道
で
分
断
さ
れ
、

徒
歩
や
自
転
車
で
の
隣
接
地
へ
の
移
動
が
困
難
な

千
里
丘
陵
を
、
地
域
が
孤
立
分
断
さ
れ
た
「
千
里

城
壁
都
市
群
」
と
呼
ぶ
。
確
か
に
付
近
は
、
丘
陵

地
と
い
う
地
理
的
な
要
因
も
あ
っ
て
、
線
路
や
道

路
を
越
え
て
目
的
地
に
行
く
の
が
億
劫
に
な
る
こ

と
も
あ
る
。

都
市
に
自
然
を
呼
び
戻
す
の
が
問
題
解
決
の
鍵

で
あ
り
、
吉
村
は
「
人
工
の
都
市
を
『
故
郷
』
と

思
う
こ
と
が
で
き
る
文
化
の
力
が
必
要
」
と
述
べ

る
が
、
面
白
い
の
が
、
こ
の
「
地
域
の
文
化
力
」

の
定
義
で
あ
る
。「
生
き
が
い
」
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
都
市
で
「
死
に
が
い
」
と
で
も
い
う
べ
き
思

い
を
持
ち
う
る
「
地
域
へ
の
執
着
性
の
尺
度
」
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
思
い
こ
そ
「
都
市
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
で
あ
り
、「
住
宅
に
特
化
し
た
だ
け

の
街
」
か
ら
は
生
ま
れ
な
い
と
す
る
。

示
唆
に
富
ん
だ
言
葉
だ
と
思
う
。
国
土
に
関
す

る
壮
大
な
実
験
の
結
果
を
、
現
代
の
生
活
者
目
線

か
ら
再
検
証
す
る
の
も
万
博
遺
産
の
一
つ
だ
ろ
う
。

＊ 
参
考
文
献　
吉
村
元
男『
大
阪
万
博
が
日
本
の
都
市
を
変
え
た
―
―
工

業
文
明
の
功
罪
と「
輝
く
森
」の
誕
生
』ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
一
八
年
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